
会社概要

［名称］ライクキッズ株式会社
［設立］1989年12月
［業務内容］
□病院・大学・企業内保育施設の受託運営
□認可保育園(にじいろ保育園)
認証保育園・学童・児童館運営

□保育施設運営のコンサルティングサービス
［本社］〒150-0043
東京都渋谷区道玄坂1-12-1
渋谷マークシティ ウェスト 17 階
URL：https://www.like-kd.co.jp

お問い合わせ

ライクキッズ株式会社
レインボーヒルズ保育園竹芝担当

▼入園希望・お問い合わせはこちら▼

連絡先：03-6431-9790
お問い合わせフォーム：

※2021年10月1日開園

保育園の概要

［住所］〒105-0022
東京都港区海岸1-13-15
［保育時間］月曜日～土曜日 8：00～19：00
日曜、祝日及び年末年始（12月29日～1月3日）は休園
【延長保育】19：00～22：00
［保育対象］生後57日から2歳児までの乳幼児

（3歳児以上は要ご相談）
［保育定員］9名

ご利用料金

●月極保育料
＜入会金＞ 無料
○保育料 50,000円

(給食代・おやつ代・ミルク代込）
40,000円
（ﾋﾞｼﾞﾈｽｴｱﾎﾟｰﾄｵﾌｨｽご利用者特別料金）
(給食代・おやつ代・ミルク代込）

○延長料金 300円/15分
○帽子代 850円

※上記の他、利用に応じて、ご負担いただく料金
○夕食代 4００円/食
○補食代 300円/食
○おむつ代 3,0００円/月

●一時保育料
<会員登録料> 無料
○保育料 450円/15分

地図

〒105-0022
東京都港区海岸1-13-15 
東京ポートシティ竹芝 レジデンスタワー

ゆりかもめ「竹芝」駅から徒歩1分
JR「浜松町」駅から徒歩7分

※上記の他、利用に応じて、ご負担いただく料金
○昼食代 3００円/食
○おやつ代 50円/食
○おむつ代 50円/枚

※詳細・施設見学につきましては、
お気軽にお問合せください。



年間行事予定

毎月・・・誕生会・避難訓練・身体測定
食育・・・クッキング・栽培・食への関心
給食・・・誕生会には楽しい行事食

レインボーヒルズ保育園竹芝の特長

●レインボーヒルズ保育園竹芝は子どもたちや保護者にとっての
「第二の家庭」です
●安全でおいしい給食・充実した食育活動をします
添加物は極力使用せずお子様の健やかな成長の為、良質な食材バラン
スの献立です
●木のぬくもりのある、心安らぐ保育室です 裸足で生活をします
●充実した保育運営マニュアルの基、 安全管理・危機管理・衛生管理
の万全化、「良質な保育」の提供をします
●フェリカカードにより、お子様の安全な登降園を管理します
●異年齢の関わりを大切にした保育をします
●お散歩を中心になるべく外遊びを楽しみます
●臨床心理士による巡回相談を行います

－ こども理念 －

「のびやかに育て 大地の芽」

－ 保育目標 －

※アレルギーのあるお子様や発達にご心配のあるお子様は、
入園前に園へのご相談をお願いします。

4月 入園・進級の集い
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こどもの日の集い・クラス懇談会

歯科健診・内科健診・親子レクリエーション

七夕の集い・夏祭り

すいか割り

引き渡し訓練

運動遊びフェスティバル・秋の遠足

内科健診・保育参加・参観

クリスマスフェスタ(生活発表会)

新年の集い・個人面談

時間 0歳児 1歳児 2歳児

8：00 順次登園(検温) 順次登園

9：00 自由遊び

9：30 朝のご挨拶

9：45 お散歩の用意

10：00 お散歩

保育
プログラム

11：00 (授乳)
離乳食11：30

12：00

午睡
昼食

昼食
歯磨き

12：30

午睡

15：00
(授乳)
おやつ

おやつ

16：00 午後のプログラム

17：00 順次降園

18：00 (ミルク) 延長児補食

18：30 自由遊び

20：00 延長児降園

節分の集い

ひな祭りの集い・お別れ遠足・
「大きくなったね」の集い

－ 保育方針 －

・造形活動
・読み聞かせ
・ボール遊び
・リズム体操
・お絵描き
など

保育園の一日（例）

◆ 子どもの思いや気づきに共感し、自分でやろうとする
気持ちを育む

◆ 一人ひとりの個性、発達段階を的確にとらえ関わる

◆ 身近な大人や友だちとの関わりを通して社会性を育
てる

◆ 自然とのふれあいを通し、命の大切さを伝える

◆ 保護者と連携し、子どもの成長を共に支え見守る

◆自分で考え行動できる子ども

◆思いやりのある子ども

自然共育 × ０歳からの“五感”保育

オリジナルプログラム
「自然共育(しぜんともいく) 」（※当社商標登録）

『自然』というフィールドでの小さな体験の積み重
ねが、子ども達の「感性」「考える力」
「他者への優しさ」「友達と協力することの大切さ」
「勇気」等、人としての『根っこ』を育んでいきます。
生まれた時から自然の一員として共に育っていく
…それが『自然共育』です。


